




































































































































































小学生ロボコン大会 夢づくり工房 in 造形大学
「ダンボール・デザイン制作」
②　グラウンドポニースクール
　グラウンドポニースクールは、グラウンドを中心とした学校の敷地内で、引き馬、初歩的な乗馬、餌やり
などのポニーとの触れ合いを通して、子どもの豊かな感性や情操をはぐくむとともに動物への愛情などの優
しい心を育てるものである。ハーモニィセンターに委託して実施している事業であり、希望する小学校に
ポニー６頭と指導スタッフが出向き実施する。
　平成１８年度は、２０校の応募があり日程等の関係から１０校での実施となったが、約１，５００人の子どもがポ
ニーと触れ合うことができた。
③　ポニーとキャンプ in 蓼科
　長野県茅野市のポニー牧場で、普段体験することのできないポニーへの乗馬や世話、集団生活を同年代の
仲間と宿泊体験の中で経験し、協力することや自主性、思いやりの心をはぐくむ機会とすることをねらいと
している。今年度からの新規事業であり、８月２１日から２３日までの２泊３日で実施した。定員２５名に対し８０
名という多くの応募があったことからも、この事業に対する親子の期待や要望の大きさがわかる。
　地域・自然を愛する心をはぐくむ事業
①　ふるさと大好き！親子ながおか探訪ツアー
　合併後の長岡の名所、旧跡、自然や文化、人物、歴史などについて、親子で学ぶ機会を提供することによ
り、長岡を知り、長岡を愛する心をはぐくむために、親子バスツアーを実施するものであり、今年度あらた
に企画した新規事業である。
　８月５日に実施された長岡・寺泊コースには５０人（幼児２人、小学生２８人、保護者２０人）、９月３０日の長
岡・越路・小国コースには４０人（小学生２２人、保護者１８人）の参加があった。
②　自然体験道場
　生物の観察や採集、標本づくりを通して生態学や分類学を学び、自然に関する知識、科学的思考の素養を
身に付けることや長岡市の自然と動植物への関心・意欲を高めることをねらいとしている。科学博物館や東
山ファミリーランドを中心に活動し、指導スタッフは科学博物館学芸員があたる。昆虫道場、植物博士道場、
くも研究者養成道場の３コースがあり、延べ３５０人を超える参加があった。
③　縄文体験教室
　夏休みの２日間、藤橋歴史の広場での宿泊合宿を通じ、縄文遺跡での活動や道具づくりなどを体験し、縄
文時代の暮らしや文化を楽しく学ぶ事業である。自然と共生していた縄文人の生活を体験することで、火焔
土器のふるさとである長岡の歴史に触れる機会を提供するものである。
　平成１８年度は、８月１９日、２０日の１泊２日で実施され、３０名の定員に対して７５名の応募があった。
　社会の一員としての意識を高める事業
①　体感型ビジネスゲーム「トレーディングゲーム」
　この事業は、体感型ビジネスゲーム「トレーディングゲーム」をとおして、仕事を身近に感じ、楽しみな
がらチャレンジする心、課題発見力、コミュニケーション力や協調性の大切さに気づかせ、育てるものであ
り、小学生のキャリア教育の一環である。平成１８年度は、２４校の小学校で実施し、９００人を超える児童がト
レーディングゲームを体験した。
②　中高生キャリア意識向上支援講座
　中学校が実施する職業講話の講師として、事業主などを派遣し、中学生の職業学習をサポートするととも
に、キャリア意識の醸成を図るものである。講師の選定等は、中学校の要望や希望を受けハローワーク長岡
が行う。今年度は、１２校に講師を派遣し、職業講話を実施した。
Ⅴ　「キャリア教育支援部会」「家庭の教育力検討部会」の設置と検討
　家庭は社会の最小単位であり、教育の原点であるとも言える。平成１７年度の熱中！感動！夢づくり教育推進会議
において、子どものやる気や学ぶ意欲を引き出す上で、幼少期からの家庭における教育の重要性や家庭の教育力向
上に向けた取組の必要性が指摘された。
－１３３－
　また、若者の勤労観・職業観の未熟さ、社会人・職業人としての基礎的資質・能力の低下等が指摘されており、
義務教育段階からのキャリア教育の推進が重要となってきている。
　これらの課題に対応するため、平成１８年６月に開催された、第１回熱中！感動！夢づくり教育推進会議において、
「家庭の教育力検討部会」「キャリア教育支援部会」の２部会を設置し、検討を進めることとなった。また、キャリ
ア教育の検討にあたっては、部会に先立ち小中学校教員からなる「キャリア教育ワーキングチーム」を設置し、そ
こでの議論を審議に生かすこととした。
　各部会での審議、検討内容の最終報告は、第３回夢づくり教育推進会議で承認され、「「家庭の教育支援の具体的
方策」及び「長岡市のキャリア教育のあり方」に関する提言」として、長岡市教育委員会に提出された。提言内容
は以下のとおりである。
１　家庭教育支援、子育て支援への具体的な方策に関する提言内容
　学校における取組について
　学校は親を集めやすいという特徴があることから、家庭教育支援にかかわって、意図的・継続的な活動を行
う必要がある。例えば、親子が共に活動する場や懇談会等を計画的に開催することなどが考えられる。しか
し、「参加しない」「参加できない」親もおり、すべての親への啓発といった点からは、学校だより等の広報に
よる啓発活動を意図的に行う必要がある。
　幼・保育園、小学校では、保護者とのコミュニケーションを深め、子どもの状況を正しく親に伝えるととも
に、子どもの年齢に応じて、身に付けさせるべき事項やその方法などを具体的に親に伝える必要がある。
　また、中学校では、生徒に将来親になることを意識させる活動を取り入れることが必要である。
　地域における取組について
　地域で家庭や学校を応援して支えていこうという雰囲気をつくることが大切であり、地域のコミュニティセ
ンター、青少年健全育成協議会等が中心となって、具体的な活動を行う必要がある。特に、関原地区の「さわ
やか子育て７か条」のように地域に呼びかけ、募集し、地域に根付かせるような地道な活動を、それぞれのコ
ミュニティができる範囲で実行していくことが、家庭・地域の連携の具体的な方策の一つであると言える。
　行政における取組について
　行政は、すべての親を対象とした家庭教育支援、しつけや子育てに関する意識啓発の機会、家庭教育や子育
てに関する相談員の配置等人的な措置について検討する必要がある。
　熱中！感動！夢づくり教育における熱中・感動体験活動の中に、家庭教育支援や望ましい生活習慣の定着を
図る体験を位置付けていくことも考える必要がある。
　子育てをしやすい就業環境の充実を企業に働きかけるだけでなく、父親を巻き込んだ家庭教育支援について
の具体的方策を考えることが大切である。
　また、すべての親に共通に知っておいてもらうべき内容についてのガイドラインやパンフレット等を作成す
ることについては、今後、検討していくべきである。
２　長岡市のキャリア教育のあり方と推進方策に関する提言内容
　長岡市のキャリア教育について
①　キャリア教育のねらい
　長岡市では、キャリア教育を「子どもたちに、将来、社会人、職業人になったときに必要となる基礎的な
能力を身に付けさせる教育」と捉えることとする。
②　義務教育段階におけるキャリア教育のあり方
　キャリア教育で身に付けさせるべき社会人、職業人として必要な基礎的な能力は、教科学習の中だけでな
く、学校行事、係・委員会活動、清掃、スポーツ活動、部活動、読書や遊びの場面等、学校におけるあらゆ
る教育活動を通して身に付けていくべきものである。また、学校では集団とのかかわりを大切にし、「責任を
果たした」「感謝された」などの体験を通して「人のためになった」「自分は必要とされている」といった自
－１３４－
信や自己有用感を身に付けさせることを重視すべきである。
　義務教育段階では親や家庭の役割が大きいため、学校と家庭がそれぞれの役割を果たしながら、協力して
子どもたちにかかわることが重要である。
③　キャリア教育における職場体験の位置付け
　小学校段階では、子どもたちにとって気づきや動機付けになるような様々な体験を与えることが重要であ
るが、実際に仕事をしてみるという職場体験まで求める必要はない。
　中学校段階では、職場体験は有益である。また、子どもと保護者が一緒に子どもの将来について考えるた
めのきっかけづくりにするといった面からも推進していくべき活動である。しかし、職場体験は、全市一律
のやり方で実施しなければならないというものではなく、学校の実情に応じて、日数や実施方法等を決定す
べきである。
　キャリア教育の推進方策について
①　学校における推進方策
　学校では、キャリア教育に関して全教職員が共通理解を持ち、実践していくことが必要である。また、現
在実施している教育活動をキャリア教育の視点から見直し、キャリア教育の意義やねらい、実施方法等を再
検討するとともに、小中学校の連携のあり方を具体化していくことが大切である。
②　行政や関係機関における推進方策
　職場体験については、モデル校等を指定し、保護者との連携のもとに、地域、受入事業所、行政、関係機
関等と連携のあり方を研究し、その成果を長岡市全体に広めていくことが重要である。
　受入事業所の確保については、学校が保護者や地域の協力を得ながら開拓することが望ましいが、行政も
関係機関と連携し、受入可能な事業所等を開拓していく方策を検討する必要がある。
　これらの提言内容については、今後、長岡市の熱中！感動！夢づくり教育の推進方策を検討する上で参考とし、
できる範囲で事業に生かしていきたいと考えている。
Ⅵ　おわりに
　今までの教育は、家庭や地域の教育力を基盤に、主として学校教育の力で子どもを育ててきた。しかし、家庭や
地域の教育力の低下にともない、多くのことが学校教育に求められるようになった。これからは「地域の子どもは
地域で育てる」といった視点から、地域が積極的に学校にかかわり、学校を応援、支援する体制づくりがますます
重要となって来る。
　長岡市には、連綿と受け継がれている米百俵の精神がある。北越戊辰戦争に敗れ、焦土と化した長岡藩に、支藩
の三根山藩から送られてきた見舞いの米百俵。困窮極まる中、長岡藩は「食えないからこそ教育を」と、その百俵
の米を売って学校設立の資金に充てたという、この１４０年前の実話を長岡市民は誇りとし、その人づくりの精神を今
日まで大切にしている。
　長岡市熱中！感動！夢づくり教育事業は、始まったばかりであるが、長岡市民に「長岡の子は、長岡で育てる」
という気運の醸成を図り、地域の力、市民の力を生かした教育の推進により、夢と自信を持って、未来を拓き、た
くましく生きる長岡の子どもたちを育てるために、今後さらに内容の充実と着実な推進を図っていかなければなら
ないと考えている。
－１３５－
